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標
茶
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
は
、
12
月
11

日
、
標
茶
高
校
の
中
に
釧
路
養
護
学
校
高
等

部
の
分
校
を
作
っ
て
頂
き
た
い
と
の
要
望
書

と
共
に
、
全
道
の
皆
さ
ん
に
御
協
力
頂
い
て

集
ま
っ
た
署
名
１
１
，６
１
８
筆
を
持
っ
て
、

北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長
さ
ん
に
届
け
ま

し
た
。

　
年
末
の
多
忙
な
時
期
の
た
め
、
担
当
者
に

と
っ
て
は
、
負
担
の
多
い
時
期
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
育
成
会
の
強
い
要
望
に
対
し
、
時

間
を
と
っ
て
頂
け
ま
し
た
。

　
当
初
、
面
会
時
子
ど
も
の
同
席
は
あ
り
得

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
１
泊
２
日
間
も

か
け
て
標
茶
か
ら
札
幌
へ
行
く
の
に
、
障
害

を
持
つ
小
さ
い
子
を
自
宅
に
置
い
て
ゆ
く
こ

と
は
出
来
な
い
、
と
の
標
茶
育
成
会
の
要
望

に
対
し
、
子
ど
も
た
ち
は
別
室
で
特
別
に
支

援
者
を
つ
け
て
見
守
る
体
制
を
用
意
し
、
面

会
時
間
も
当
初
の
予
定
で
は
30
分
で
し
た

が
、
１
時
間
を
超
え
て
話
し
あ
っ
て
も
ら
え

ま
し
た
。

　
標
茶
か
ら
は
会
員
７
人
、
子
ど
も
４
人
、

町
長
・
教
育
長
・
副
議
長
・
担
当
課
長
・
小
松
道

議
の
参
加
で
、
道
教
育
委
員
か
ら
直
接
会
っ

て
頂
け
た
の
は
、
柴
田
教
育
長
・
佐
藤
特
別

支
援
教
育
担
当
局
長
・
小
原
特
別
支
援
教
育

課
長
で
し
た
。
そ
の
他
子
ど
も
た
ち
の
支
援

者
と
し
て
２
～
３
人
の
職
員
が
見
守
っ
て
い

ま
し
た
。

　
内
容
は
厳
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
が
、
北

海
道
の
特
別
支
援
教
育
の
基
本
方
針
に
「
専

門
性
の
高
い
教
育
を
、
出
来
る
限
り
身
近
な

地
域
で
」
と
あ
る
こ
と
に
深
い
感
銘
を
受
け

た
こ
と
を
根
拠
に
話
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た

標
茶
高
校
は
日
本
一
広
い
敷
地
の
中
に
、
食

肉
加
工
・
乳
製
品
加
工
に
関
す
る
技
術
や
設

備
が
あ
る
こ
と
、
花
を
育
て
る
温
室
も
複
数

棟
あ
り
、
障
害
を
持
つ
仲
間
た
ち
が
就
労
に

繋
が
る
学
習
を
す
ぐ
に
で
も
で
き
る
環
境
に

あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
の
後
す
ぐ
に
柴
田
教
育
長
は
標
茶
高
校

に
視
察
に
来
る
と
の
情
報
を
、
標
茶
高
校
の

校
長
よ
り
聞
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
署
名
で
は
全
道
の
育
成
会
会
員

の
皆
様
や
、
ダ
ウ
ン
症
児
を
抱
え
る
家
族
の

会
の
皆
様
の
力
強
い
協
力
を
頂
い
た
こ
と
を

報
告
し
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
３
回
理
事
会
開
催
さ
れ
る

道
育
成
会

　
第
３
回
理
事
会
は
12
月
15
日
㈫
、
か
で
る

２
・
７
で
理
事
25
名
（
委
任
状
３
名
含
む
）

が
出
席
し
開
催
さ
れ
、
予
定
の
議
案
を
全
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
当
た
り
奈
須
野
会
長
か
ら「
最
近
、

道
や
札
幌
市
、
高
等
養
護
学
校
が
育
成
会
の

運
動
に
理
解
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
つ
い
先
日
、
白
樺
高
等
養
護
学
校
開
校
50

周
年
記
念
式
典
で
表
彰
状
を
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
育
成
会
が
あ
っ
て

白
樺
高
等
養
護
学
校
が
あ
る
と
校
長
先
生
が

〝
こ
の
町
で
育
っ
た
子
は
こ
の
町
で
働
き
、
暮
ら
し
た
い
〟

標
茶
高
校
に
釧
路
養
護
学
校
高
等
部
の
分
校
を
!!

願
い
を
込
め
て 

署
名
を
届
け
ま
し
た

標
茶
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会　

会
長　

橋
本
　
志
津
江

要望書を手渡す橋本会長と渡邊副会長
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お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
運

動
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
先
般
、
北
海
道
か
ら
市
町
村
に
対
し
、
窓
口
に
来

た
障
が
い
者
に
対
し
、
障
が
い
者
団
体
の
こ
と
を
紹

介
す
る
と
共
に
困
っ
た
と
き
は
障
が
い
者
団
体
に
も

相
談
が
で
き
る
よ
う
通
達
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
運
動
が
認
め
ら
れ
て
き
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
全
国
大
会
も
再
来
年
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
理
事
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
の
審
議
内
容

及
び
審
議
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
第
１
号
「�

平
成
27
年
度
前
期
収
入
支
出
状
況
に

つ
い
て
」

　
事
業
活
動
収
入
の
部
の
会
費
は
９
月
末
の
収
入
未

済
額
が
65
万
１
千
円
、
85
％
の
収
納
率
で
す
。

　
道
補
助
金
は
９
月
末
の
収
入
未
済
額
が
４
６
５
万

４
千
円
、
43
％
の
収
納
率
で
す
。
事
業
の
実
施
率
に

基
づ
き
、
順
調
に
収
納
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
及
び
通
所
事
業
所
協
議
会
か

ら
の
委
託
費
は
、
全
額
収
納
済
み
で
す
。

　
機
関
誌
頒
布
収
入
は
９
月
末
の
収
入
未
済
額
が
２

８
０
万
円
で
37
％
の
収
納
率
で
す
が
督
促
を
行
っ
て

お
り
、今
後
、例
年
並
み
の
収
納
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
事
業
費
支
出
の
部
は
、
地
域
生
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
や
生
活
文
化
教
室
開
催
事
業
な
ど
の
研
修
事
業
助

成
費
は
13
％
の
執
行
率
で
す
が
、
現
在
、
関
係
育
成

会
の
開
催
希
望
を
ほ
ぼ
把
握
し
て
お
り
、
適
正
に
執

行
で
き
る
見
込
み
で
す
。
事
業
費
支
出
は
32
・
１
％
、

管
理
費
支
出
は
60
・
４
％
、
事
業
活
動
支
出
全
体
で

は
44
・
８
％
の
執
行
率
で
収
入
・
支
出
と
も
概
ね
予
算

ど
お
り
執
行
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
２
号
「�

平
成
27
年
度
前
期
事
業
及
び
予
算
執

行
状
況
の
監
査
報
告
に
つ
い
て
」

　
外
山
監
事
か
ら
平
成
27
年
度
前
期
事
業
及
び
予
算

執
行
状
況
に
つ
い
て
共
に
適
正
に
執
行
さ
れ
て
お

り
、
理
事
の
職
務
執
行
に
つ
い
て
も
不
正
の
行
為
、

定
款
な
ど
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
は
認
め
ら
れ
な

い
。
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
及
び
議
案
第
２
号
と
も
原
案
ど
お
り

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
１
号
「�

会
長
及
び
副
会
長
の
職
務
執
行
状
況

に
つ
い
て
」（
省
略
）

報
告
第
２
号
「�

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
全

国
大
会
札
幌
大
会
に
つ
い
て
」

　
育
成
会
全
国
大
会
札
幌
大
会
準
備
会
議
設
置
要
綱

が
承
認
さ
れ
、構
成
員（
道
育
成
会
と
札
幌
市
育
成
会

の
各
三
役
と
道
育
成
会
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
の

推
薦
者
）
８
名
で
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
が
る
迄
全

国
大
会
の
準
備
を
行
う
こ
と
と
し
第
１
回
準
備
会
議

が
11
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
第
３
号
「�
第
61
回
全
道
大
会
旭
川
大
会
に
つ
い

て
」

　
平
成
28
年
７
月
30
日
㈯
・
31
㈰
、
旭
川
市
民
文
化

会
館
を
主
会
場
に
親
及
び
本
人
の
分
科
会
数
は
共
に

５
分
科
会
で
準
備
し
て
お
り
、
北
広
島
大
会
で
初
め

て
開
催
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
も
開
催
予
定
で
あ
る
旨

青
山
理
事（
旭
川
育
成
会
）か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
第
４
号
「
特
別
研
修
会
実
施
報
告
に
つ
い
て
」

報
告
第
５
号
「�

育
成
会
活
性
化
対
策
委
員
会
に
つ
い

て
」

報
告
第
６
号
「
創
立
60
周
年
記
念
誌
に
つ
い
て
」

（
報
告
第
４
～
第
６
号
は
省
略
）

第
12
回
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
in
き
た
み

盛
大
に
開
催
!!

小
鳩
会
北
見
分
会
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局　

白
鳥
　
幸

　
11
月
14
日
土
曜
日
、
北
見
工
業
大
学
に
て
第
12
回

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
in
き
た
み
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
北
見
、
遠
軽
、
網
走
、
津
別
か
ら
12
名
の
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
北
見
工
業
大
学
と
日
本
赤
十
字
北
海
道
看

護
大
学
の
学
生
が
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
当
日

は
オ
ホ
ー
ツ
ク
社
会
福
祉

専
門
学
校
学
生
も
加
わ

り
、
18
名
の
学
生
達
が
実

行
委
員
、
講
師
、
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
協
力
し
、
オ

ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
成
功

さ
せ
ま
し
た
。

　
今
年
の
講
座
内
容
は

「
音
楽
」
と
「
ア
ル
バ
ム

カ
フ
ェ
」
の
２
講
座
で
し

た
。「
音
楽
」
で
は
初
め

て
の
（
そ
し
て
け
っ
こ
う

無
謀
か
も
し
れ
な
い
？
）

挑
戦
、
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー

ダ
ー
と
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
使
っ
て
の
合
奏
で
す
。

曲
は
「
ア
ナ
と
雪
の
女

王
」
の
主
題
歌
「Let

・it

・

G
o

」
で
す
。
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
っ
て
、楽
器
、
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今
後
の
予
定

３
月
23
日
㈬　

・
道
育
成
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　

於
：
か
で
る
２
・
７

７
月
30
日
㈯　

・
第
61
回
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
　

～　
　
　
　

全
道
大
会
・
旭
川
大
会

　
　

31
日
㈰　
　

於
：
旭
川
市
民
文
化
会
館
他

曲
、
音
符
、
音
の
出
し
方
な
ど
を
学
習
し
て
か
ら
練

習
を
始
め
ま
し
た
。
今
ま
で
演
奏
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
触
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
人
が
多
く
、
ど
う

な
る
こ
と
や
ら
…
と
、
内
心
不
安
に
思
い
な
が
ら
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
生
達
の
熱
い
思
い

と
受
講
生
の
根
気
よ
い
練
習
で
、
最
後
の
演
奏
は
見

事
に
決
ま
り
ま
し
た
。
し
か
も
学
生
の
中
に
ギ
タ
ー

と
キ
ー
ボ
ー
ド
の
伴
奏
者
が
い
て
、
演
奏
を
よ
り
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。

　「
ア
ル
バ
ム
カ
フ
ェ
」
で
は
、自
分
や
家
族
の
他
、

い
ろ
い
ろ
な
写
真
を
コ
ル
ク
ボ
ー
ド
に
切
り
貼
り
、

様
々
な
装
飾
グ
ッ
ズ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
自
分

ア
ル
バ
ム
を
作
る
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
す
る
創
作
活
動

で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
光
る
作
品
が
出
来
ま

し
た
。

　
閉
講
式
で
は
学
生
実
行
萎
員
長
か
ら
ひ
と
り
ひ
と

り
に
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
み
ん
な
満
足
気
な
表

情
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
回
は
２
名

の
受
講
生
さ
ん
が
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
め
で
た
く

卒
業
に
な
り
、
卒
業
証
書
も
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ひ

と
り
は
12
回
全
て
連
続
参
加
し
た
女
性
、
ひ
と
り
は

10
回
参
加
の
男
性
で
す
。
年
齢
も
第
１
回
開
催
の
年

か
ら
12
歳
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
今
年
の
学
生
達
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
そ
し
て
自

分
た
ち
も
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
と

は
い
っ
て
も
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
の
下
準
備
は
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
２
か
月
間
、
毎
週
集
ま
っ
て

内
容
を
検
討
し
、
自
分
た
ち
の
演
奏
練
習
も
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。
教
え
る
に
は
自
分
達
が
マ
ス
タ
ー
し

て
な
い
と
…
（^^♪

）

　
今
回
も
受
講
生
と
学
生
達
の
交
流
が
楽
し
く
暖
か

く
ま
た
お
互
い
に
い
い
刺
激
を
与
え
合
う
こ
と
が
出

来
た
「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
in
き
た
み
」
で
し
た
。

地
域
づ
く
り
委
員
会
委
員
を

公
募
し
ま
す
!!

お
知
ら
せ

　
北
海
道
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
地
域
で
の
暮

ら
し
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る

た
め
全
道
14
の
圏
域
に
「
障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
道
民
の
意
見
を
伺
い
共
に
考
え
る
た
め

次
の
と
お
り
地
域
づ
く
り
委
員
会
委
員
を
公
募
し
ま

す
の
で
、
積
極
的
に
御
応
募
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
な
募
集
期
間
や
応
募
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
北
海
道
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/hf/shf/

index.htm
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
総
合

振
興
局
・
振
興
局
に
て
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

募
集
期
間
　�
１
月
中
旬
か
ら
２
月
中
旬
（
日
高
振
興

局
は
２
月
上
旬
か
ら
３
月
上
旬
）

募
集
委
員
の
人
数
　
各
振
興
局
ご
と
に
３
名

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
と
作
文
８
０
０
字
以
内

テ
ー
マ
（
各
総
合
振
興
局
・
振
興
局
）

　
・�

障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
の
実
現
に
向

け
て
（
空
知
・
石
狩
・
後
志
・
胆
振
・
渡
島
・
上
川
・

留
萌
・
宗
谷
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
根
室
）

　
・�

日
高
圏
域
で
の
障
が
い
者
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
（
日
高
）

　
・�

障
が
い
保
健
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
（
檜
山
）

　
・�

障
が
い
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
（
十
勝
）

　
・�

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
差
別
な
く
共
に

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
（
釧
路
）

「
と
も
に
生
き
る
」

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
セ
ミ
ナ
ー

　「
本
人
を
支
え
て
い
く
た
め
の
制
度
と
仮
題
」・「
子

育
て
支
援
を
発
達
障
害
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
の
地
域

支
援
シ
ス
テ
ム
と
は
」
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
い
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時
　
平
成
28
年
３
月
５
日
㈯
　
10
時
～

場　

所
　
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　
　（
札
幌
市
北
区
北
24
条
西
５
丁
目
）

講　

師
　
細
川
瑞
子
　
氏
（�

全
国
連
合
会
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
）

　
　
　
　
安
達
　
潤
　
氏
（
北
海
道
大
学
　
教
授
）

参
加
費
　
無
料（
育
成
会
関
係
）、５
０
０
円（
一
般
）

申
込
先
　
札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
　
　
　
℡
０
１
１
―
７
３
８
―
２
２
２
１
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